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(57)【要約】
【課題】ピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲ
Ｓの各々に対して最適な送信電力制御をすること。
【解決手段】基地局装置および移動局装置で構成され、
前記移動局装置が複数の参照信号のうち第１参照信号ま
たは第２参照信号を前記基地局装置に対して送信する無
線通信システムに適用される移動局装置であって、前記
基地局装置で設定され、前記第１参照信号の送信電力制
御に用いる第１パラメータおよび前記第２参照信号の送
信電力制御に用いる第２パラメータを受信する受信部２
０５と、前記第１パラメータを用いて前記第１参照信号
の送信電力制御を行なう一方、前記第２パラメータを用
いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なう上位層処
理部２０１と、前記送信電力制御を行なった第１参照信
号および／または第２参照信号を前記基地局装置に対し
て送信する送信部２０７と、を備える。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(０)を示す情報と、ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(１)を示す情報を
基地局装置から受信する受信部と、
　前記ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(０) を示す情報と前記ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(１) を示
す情報のそれぞれに基づいて第１サウンディング参照信号の送信に対する送信電力ＰＳＲ

Ｓと第２サウンディング参照信号の送信に対する送信電力ＰＳＲＳを設定する設定部と、
　前記第１サウンディング参照信号および前記第２サウンディング参照信号を前記基地局
装置に送信する送信部と、を備え、
　前記第１サウンディング参照信号の送信は上位層の信号に基づいてトリガーされ、
　前記第２サウンディング参照信号の送信は下りリンク制御情報に基づいてトリガーされ
ることを特徴とする移動局装置。
【請求項２】
　前記第１サウンディング参照信号は、ピリオディックサウンディング参照信号であり、
　前記第２サウンディング参照信号は、アピリオディックサウンディング参照信号である
請求項１記載の移動局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動局装置が、上りリンクのチャネル測定用の参照信号（サウンディング参
照信号、Sounding Reference Signal; SRS）を基地局装置に送信する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワークの進化（以下
、「Long Term Evolution (LTE)、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Acc
ess (EUTRA)」と称する。）、および、ＬＴＥより広帯域な周波数帯域を利用して、さら
に高速なデータの通信を実現する無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Lo
ng Term Evolution-Advanced (LTE-A)」、または、「Advanced Evolved Universal Terre
strial Radio Access (A-EUTRA)」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェ
クト（3rd Generation Partnership Project; 3GPP）において検討されている。
【０００３】
　ＬＴＥでは、基地局装置から移動局装置への無線通信（下りリンク）の通信方式として
、マルチキャリア送信である直交周波数分割多重（Orthogonal Frequency Division Mult
iplexing; OFDM）方式が用いられる。また、移動局装置から基地局装置への無線通信（上
りリンク）の通信方式として、シングルキャリア送信であるＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Car
rier Frequency Division Multiple Access）方式が用いられる。
【０００４】
　ＬＴＥの上りリンクでは、基地局装置は、移動局装置が送信する上りリンクのチャネル
測定用の参照信号（サウンディング参照信号、Sounding Reference Signal; SRS）を利用
して、データ送信用のチャネルであるＰＵＳＣＨの無線リソース割当、符号化率、変調方
式を決定する。
【０００５】
　ＬＴＥの上りリンクでは、移動局装置の消費電力を抑えることや、他セルへの与干渉を
低減することを目的として、送信電力制御（Transmit Power Control; TPC）を行なう。
ＬＴＥにおいて規定されているＳＲＳの送信電力値を決定するために用いられる式を示す
。
【０００６】
【数１】

…（１）
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　（１）式において、PSRS（ｉ）は、第ｉサブフレームにおけるＳＲＳの送信電力値を示
す。min{X,Y}はX,Yのうち最小値を選択するための関数である。PO_PUSCHは、ＰＵＳＣＨ
の基本となる送信電力であり、上位層から指定される値である。PSRS_OFFSETは、ＰＵＳ
ＣＨとＳＲＳの基本となる送信電力の差を示すオフセットであり、上位層から指定される
値である。MSRSはＳＲＳの送信に使用される無線リソース割り当てなどの単位である物理
リソースブロック（Physical Resource Block; PRB）数を示し、ＳＲＳの送信に使用され
る物理リソースブロック数が多くなるに従って、送信電力が大きくなることを示している
。
【０００７】
　また、ＰＬはパスロスを示し、αはパスロスに乗算する係数であり、上位層により指定
される。ｆは下りリンク制御情報（Downlink Control Information; DCI）で送信される
ＴＰＣコマンドから算出されるオフセット値（閉ループまたは開ループによる送信電力制
御値）である。また、PCMAXは最大送信電力値であり、物理的な最大送信電力である場合
や、上位層から指定される場合がある。
【０００８】
　ＬＴＥ－Ａでは、ＬＴＥとの後方互換性(backward compatibility)を持つこと、つまり
、ＬＴＥ－Ａの基地局装置が、ＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥ両方の移動局装置と同時に無線通
信を行ない、また、ＬＴＥ－Ａの移動局装置が、ＬＴＥ－ＡおよびＬＴＥ両方の基地局装
置と無線通信を行なえるようにすることが求められており、ＬＴＥ－ＡはＬＴＥと同一の
チャネル構造を用いることが検討されている。
【０００９】
　非特許文献１では、ＬＴＥ－ＡにおいてＳＲＳの精度を向上させるために、周期的なＳ
ＲＳ送信に加え、移動局装置が基地局装置にＳＲＳの送信を要求された場合に１回だけＳ
ＲＳを送信する技術を導入することを提案している。以下、従来の移動局装置が周期的に
送信するＳＲＳをピリオディックＳＲＳ（periodic SRS）、基地局装置に要求された場合
に１回だけ送信するＳＲＳをアピリオディックＳＲＳ（aperiodic SRS、またはone shot 
SRS、scheduled SRS）と称する。具体的には、基地局装置は移動局装置にピリオディック
ＳＲＳに関する周期、無線リソース（周波数帯域やサイクリックシフト）の設定とは別に
、アピリオディックＳＲＳに関する無線リソース設定をし、ＰＤＣＣＨで送信する下りリ
ンク制御情報にＳＲＳを要求するインディケータを含め、移動局装置に送信する。移動局
装置は当該インディケータでＳＲＳを要求されるとアピリオディックＳＲＳに関する設定
に従って１回のみＳＲＳを送信する。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００１０】
【非特許文献１】" Channel sounding enhancements for LTE-Advanced", 3GPP TSG RAN 
WG1 Meeting #59, R1-094653, November 9-13, 2009.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　しかしながら、ピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳの送信電力制御を従来
と同じように（１）式を用いて行なった場合、ピリオディックＳＲＳとアピリオディック
ＳＲＳの１つの物理リソースブロックに対する送信電力が同じになってしまう。また、Ｓ
ＲＳの送信に用いる物理リソースブロックの数に応じて送信電力が高くなるため、アピリ
オディックＳＲＳの送信に用いる帯域幅がピリオディックＳＲＳの送信に用いる帯域幅と
比較して１０倍の場合、ピリオディックＳＲＳの送信電力と比較してアピリオディックＳ
ＲＳの送信電力が１０倍になってしまう。
【００１２】
　このように、従来の（１）式を用いてＳＲＳの送信電力制御を行なうと、ピリオディッ
クＳＲＳとアピリオディックＳＲＳの送信電力を個別に制御することができないという問
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題があった。
【００１３】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、ピリオディックＳＲＳとアピ
リオディックＳＲＳの各々に対して、最適な送信電力制御をすることができる移動局装置
、基地局装置および集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の移動局装置は、ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(０)を示す情報と、ＰＳＲＳ＿ＯＦＦ

ＳＥＴ(１)を示す情報を基地局装置から受信する受信部と、前記ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ

(０) を示す情報と前記ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(１) を示す情報のそれぞれに基づいて第
１サウンディング参照信号の送信に対する送信電力ＰＳＲＳと第２サウンディング参照信
号の送信に対する送信電力ＰＳＲＳを設定する設定部と、前記第１サウンディング参照信
号および前記第２サウンディング参照信号を前記基地局装置に送信する送信部と、を備え
、前記第１サウンディング参照信号の送信は上位層の信号に基づいてトリガーされ、前記
第２サウンディング参照信号の送信は下りリンク制御情報に基づいてトリガーされること
を特徴とする。
【００１５】
　（２）また、本発明の移動局装置において、前記サウンディング第１参照信号は、ピリ
オディックサウンディング参照信号であり、前記第２サウンディング参照信号は、アピリ
オディックサウンディング参照信号であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、基地局装置は、移動局装置が送信する第１参照信号（ピリオディック
ＳＲＳ）と第２参照信号（アピリオディックＳＲＳ）の各々に対して、最適な送信電力制
御をすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の無線通信システムの概念図である。
【図２】本発明の上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。
【図３】本発明のＳＲＳを送信するための無線リソースについて説明する図である。
【図４】本発明のサウンディングサブフレームの詳細な構成を示す図である。
【図５】本発明のＳＲＳの送信方法について説明する図である。
【図６】本発明の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【図７】本発明の移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図８】本発明の移動局装置１と基地局装置３の動作の一例を示すシーケンスチャートで
ある。
【図９】本発明の移動局装置１の動作の一例を示すフローチャートである。
【図１０】本発明の変形例の移動局装置１の動作の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　（第１の実施形態）
　以下、図面を参照しながら本発明の第１の実施形態について詳しく説明する。
　＜無線通信システムについて＞
　図１は、本発明の無線通信システムの概念図である。図１において、無線通信システム
は、移動局装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。図１は、基地局装置３から
移動局装置１Ａ～１Ｃへの無線通信（下りリンク）では、同期チャネル（Synchronizatio
n Channel; SCH）、下りリンクパイロットチャネル（または、「下りリンク参照信号（Do
wnlink Reference Signal; DL RS）」とも称する。）、報知チャネル（Physical Broadca
st Channel; PBCH）、下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel; P
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DCCH）、下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel; PDSCH）、マル
チキャストチャネル（Physical Multicast Channel; PMCH）、制御フォーマットインディ
ケータチャネル（Physical Control Format Indicator Channel; PCFICH）、ＨＡＲＱイ
ンディケータチャネル（Physical Hybrid ARQ Indicator Channel; PHICH）が割り当てら
れることを示す。
【００１９】
　また、図１は、移動局装置１Ａ～１Ｃから基地局装置３への無線通信（上りリンク）で
は、上りリンクパイロットチャネル（または、「上りリンク参照信号（Uplink Reference
 Signal; UL RS)」とも称する。）、上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control
 Channel; PUCCH）、上りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel; PUSCH
）、ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access Channel; PRACH）が割り当て
られることを示す。上りリンク参照信号はは、ＰＵＳＣＨとＰＵＣＣＨの復調用の参照信
号（復調参照信号、Demodulation Reference signal; DMRS）と上りリンクのチャネル推
定用の参照信号（サウンディング参照信号、Sounding Reference Signal; SRS）がある。
以下、移動局装置１Ａ～１Ｃを移動局装置１という。
【００２０】
　＜上りリンク無線フレームについて＞
　図２は、本発明の上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。図２は
、ある上りにおける無線フレームの構成を示す。図２において、横軸は時間領域、縦軸は
周波数領域である。図２に示すように、上りリンクの無線フレームは、複数の上りリンク
の物理リソースブロックペア（例えば、図２の破線で囲まれた領域）から構成されている
。この上りリンクの物理リソースブロックペアは、無線リソースの割り当てなどの単位で
あり、予め決められた幅の周波数帯（ＰＲＢ帯域幅；１８０ｋＨｚ）および時間帯（２個
のスロット＝１個のサブフレーム；１ｍｓ）からなる。
【００２１】
　１個の上りリンクの物理リソースブロックペアは、時間領域で連続する２個の上りリン
クの物理リソースブロック（ＰＲＢ帯域幅×スロット）から構成される。１個の上りリン
クの物理リソースブロック（図２において、太線で囲まれている単位）は、周波数領域に
おいて１２個のサブキャリア（１５ｋＨｚ）から構成され、時間領域において７個のＳＣ
－ＦＤＭＡシンボル（７１μｓ）から構成される。
【００２２】
　時間領域においては、７個のＳＣ－ＦＤＭＡ（Single-Carrier Frequency Division Mu
ltiple Access）シンボル（７１μｓ）から構成されるスロット（０．５ｍｓ）、２個の
スロットから構成されるサブフレーム（１ｍｓ）、１０個のサブフレームから構成される
無線フレーム（１０ｍｓ）がある。周波数領域においては、上りリンクの帯域幅に応じて
複数の上りリンクの物理リソースブロックが配置される。なお、１個のサブキャリアと１
個のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルから構成されるユニットを上りリンクのリソースエレメント
と称する。
【００２３】
　以下、上りリンクの無線フレーム内に割り当てられるチャネルについて説明をする。上
りリンクの各サブフレームでは、例えば、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＤＭＲＳ、およびＳ
ＲＳが割り当てられる。
【００２４】
　まず、ＰＵＣＣＨについて説明をする。ＰＵＣＣＨは、上りリンクの帯域幅の両端の上
りリンクの物理リソースブロックペア（左斜線でハッチングされた領域）に割り当てられ
る。ＰＵＣＣＨには、下りリンクのチャネル品質を示すチャネル品質情報（Channel Qual
ity Information; CQI）、上りリンクの無線リソースの割り当ての要求を示すスケジュー
リング要求（Scheduling Request; SR）、ＰＤＳＣＨに対する受信応答であるＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫなど、通信の制御に用いられる情報である上りリンク制御情報（Uplink Control I
nformation; UCI）の信号が配置される。
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【００２５】
　次に、ＰＵＳＣＨについて説明をする。ＰＵＳＣＨは、ＰＵＣＣＨが配置される上りリ
ンクの物理リソースブロック以外の上りリンクの物理リソースブロックペア（ハッチング
されない領域）に割り当てられる。ＰＵＳＣＨには、上りリンク制御情報、および上りリ
ンク制御情報以外の情報であるデータ情報（トランスポートブロック; Transport Block
）の信号が配置される。ＰＵＳＣＨの無線リソースは、上りリンクグラントを用いて割り
当てられ、この上りリンクグラントを含むＰＤＣＣＨを受信したサブフレームから所定の
時間後のサブフレームの上りリンクのサブフレームに配置される。
【００２６】
　次に、ＳＲＳとＤＭＲＳについて説明をする。図３は、本発明のＳＲＳを送信するため
の無線リソースについて説明する図である。図３において、横軸は時間領域である。基地
局装置３は、移動局装置１がＳＲＳを送信するための無線リソースを予約するサブフレー
ムであるサウンディングサブフレームを設定する。具体的にはサウンディングサブフレー
ムは基準となるサブフレームからのオフセットと周期が与えられる。また、サウンディン
グサブフレームは全移動局装置１に対して共通である。また、基地局装置３は、移動局装
置１が実際にＳＲＳを送信するサウンディングサブフレームと無線リソースを設定し、移
動局装置１は当該設定に従ってＳＲＳを周期的に送信する。
【００２７】
　図４は、本発明のサウンディングサブフレームの詳細な構成を示す図である。ただし、
図４にはＰＵＳＣＨとして利用できる帯域のみ記載しており、ＰＵＣＣＨとＰＲＡＣＨを
送信する周波数帯域については省略している。図４において、横軸は時間領域、縦軸は周
波数領域である。周波数領域において、１つのブロックはサブキャリアを表す。図４に示
すように、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボル各々は異なる用途に利用することができ、各スロット
における３番のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはＤＭＲＳの送信のために利用される。1番のス
ロットにおける６番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはＳＲＳの送信のために利用される。Ｓ
ＲＳの送信のために予約される無線リソースの帯域幅は、ＰＵＳＣＨとして利用できる帯
域幅とは別に基地局装置３が設定し、1番のスロットにおける６番目のＳＣ－ＦＤＭＡシ
ンボルにおいてＳＲＳの送信のために予約されなかった無線リソースはＰＵＳＣＨとして
利用することができる。
【００２８】
　１番目のスロットにおける６番目以外のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルはＰＵＳＣＨ送信用に
利用される。ここで、ＤＭＲＳおよびＳＲＳは、他の移動局装置１との多重や、アンテナ
識別のために直交符号が利用されており、ＣＡＺＡＣ（Constant Amplitude and zero-au
tocorrelation）系列を時間軸上でサイクリックシフト（cyclic shift）させた系列を利
用する。ＤＭＲＳは、ＰＵＣＣＨと時間多重される場合、ＰＵＳＣＨとは異なるＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルに多重されるが、説明の簡略化のため詳細な説明は省略する。
【００２９】
　図５は、本発明のＳＲＳの送信方法について説明する図である。図５において、横軸は
時間領域、縦軸は周波数領域である。基地局装置３は、移動局装置１に共通のＳＲＳの送
信に関する設定を行なう。この設定では、ＳＲＳ送信用の無線リソースが予約されたサブ
フレームであるサウンディングサブフレームの位置、ＳＲＳ送信用に予約された無線リソ
ースの帯域幅を設定する。
【００３０】
　また、基地局装置３は、移動局装置１各々に周期的にＳＲＳを送信するサブフレームと
、周波数帯域とピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量
を設定する。以下、周期的に送信されるＳＲＳのことをピリオディックＳＲＳ（periodic
 SRS）と称する。ピリオディックＳＲＳを送信するサブフレームはサウンディングサブフ
レームの一部であり、ピリオディックＳＲＳを送信する周波数帯域は、ＳＲＳ送信用に予
約した周波数帯域の一部である。
【００３１】
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　また、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨで送信する下りリンク制御情報（Downlink Control
 Information; DCI）に含まれるＳＲＳを要求するインディケータで要求した場合のみ移
動局装置１がＳＲＳを送信するアピリオディックＳＲＳ（aperiodic SRS、またはone sho
t SRS、scheduled SRS）の設定を移動局装置１各々に設定する。この設定では、アピリオ
ディックＳＲＳを送信する周波数帯域とアピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用い
るサイクリックシフトの量を設定する。
【００３２】
　なお、本明細書において、ピリオディックＳＲＳは、第１参照信号を構成し、アピリオ
ディックＳＲＳは、第２参照信号を構成するものとする。
【００３３】
　図５において、偶数番号のサブフレームがサウンディングサブフレームであり、帯域Ｃ
がＳＲＳ送信用に予約された無線リソースの帯域幅である。また、移動局装置１は、サウ
ンディングサブフレームのうち｛４、８、１２、１６、２０、２４｝番目のサブフレーム
でピリオディックＳＲＳを送信するよう設定されており、当該移動局装置１がピリオディ
ックＳＲＳを送信する帯域は、帯域Ｃの一部である帯域Ａであり、１回のピリオディック
ＳＲＳの送信で帯域Ａの帯域幅の３分の１の帯域Ａ１、帯域Ａ２、帯域Ａ３のいずれか１
つの帯域でピリオディックＳＲＳを送信する。帯域Ａ１、帯域Ａ２、帯域Ａ３でピリオデ
ィックＳＲＳを送信する順序は予め決められている。
【００３４】
　また、図５において、帯域Ｃの一部である帯域ＢがアピリオディックＳＲＳ送信用に設
定された周波数帯域であり、移動局装置１はサウンディングサブフレームのうち｛２、６
、１８｝番目のサブフレームでアピリオディックＳＲＳを送信するよう基地局装置３に要
求されている。なお、帯域Ａは帯域Ｂおよび／または帯域Ｃと同じ周波数帯域でもよく、
帯域Ａを分割する数は３以外の数でもよく、帯域Ａを分割しなくてもよく、帯域Ｂは帯域
Ｃと同じ周波数帯域でなくてもよく、帯域Ｂは帯域Ａを含まなくてもよい。なお、ピリオ
ディックＳＲＳは１回だけＳＲＳを送信するように設定してもよい。
【００３５】
　＜送信電力制御（Transmit Power Control; TPC）について＞
　本発明の上りリンクでは、移動局装置１の消費電力を抑えることや、他セルへの与干渉
を低減することを目的として、ピリオディックＳＲＳとアピリオディックの送信電力制御
を行なう。本発明のピリオディックＳＲＳおよびアピリオディックＳＲＳの送信電力値を
決定するために用いられる式を示す。
【００３６】
【数２】

…（２）
　（２）式において、PSRS（ｉ）は、第ｉサブフレームにおけるＳＲＳの送信電力値を示
す。min{X,Y}はX,Yのうち最小値を選択するための関数である。PO_PUSCHは、ＰＵＳＣＨ
の基本となる送信電力であり、上位層から指定される値である。MSRSはＳＲＳの送信に使
用される無線リソース割り当てなどの単位である物理リソースブロック（Physical Resou
rce Block; PRB）数を示し、ＳＲＳの送信に使用される物理リソースブロック数が多くな
るに従って、送信電力が大きくなることを示している。また、ＰＬはパスロスを示し、α
はパスロスに乗算する係数であり、上位層により指定される。ｆはＰＤＣＣＨに配置され
る下りリンク制御情報で送信されるＴＰＣコマンドから算出されるオフセット値（閉ルー
プまたは開ループによる送信電力制御値）であり、ＰＵＳＣＨとＳＲＳで共通のパラメー
タである。また、PCMAXは最大送信電力値であり、物理的な最大送信電力である場合や、
上位層から指定される場合がある。
【００３７】
　PSRS_OFFSET(k)は、ＰＵＳＣＨとＳＲＳの基本となる送信電力の差を示すオフセットで
あり、上位層から指定される値である。ｋはピリオディックＳＲＳかアピリオディックＳ
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ＲＳかを示しており、例えば、ピリオディックＳＲＳの場合にはｋ＝０、アピリオディッ
クＳＲＳの場合にはｋ＝１とする。ピリオディックＳＲＳのPSRS_OFFSET (0)とアピリオ
ディックＳＲＳのPSRS_OFFSET (1)各々は上位層により指定される。このように、PSRS_OF
FSETをピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳで別々に設定することで、ピリオ
ディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳの用途や、帯域幅（物理リソースブロック数）
MSRS、最大送信電力値PCMAXを考慮して柔軟に送信電力制御をすることができる。
【００３８】
　例えば、PSRS_OFFSETがピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳで共通、PCMAX
=23[dBm]、ピリオディックＳＲＳのPSRS=20[dBm]、ピリオディックＳＲＳのMSRS =4、ア
ピリオディックＳＲＳのMSRS =16だとすると、アピリオディックＳＲＳの送信電力として
移動局装置１が算出する電力は26[dBm]となってしまいPCMAXを超えてしまい、移動局装置
１はPCMAX =23[dBm]でアピリオディックＳＲＳを送信する。しかし、基地局装置３はＰＬ
のパラメータを知らないため、算出したアピリオディックＳＲＳの送信電力がPCMAXを超
え、PCMAXの電力でアピリオディックＳＲＳを送信していることがわからないため、正し
いチャネル測定ができないが、本発明を用いることで、基地局装置３は、ピリオディック
ＳＲＳとアピリオディックＳＲＳのMSRSに応じて、ピリオディックＳＲＳとアピリオディ
ックＳＲＳの送信電力として算出する値がPCMAXを超えないよう別々にPSRS_OFFSETを設定
できる。
【００３９】
　＜基地局装置３の構成について＞
　図６は、本発明の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、
基地局装置３は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、チ
ャネル測定部１０９、および、送受信アンテナ１１１、を含んで構成される。また、上位
層処理部１０１は、無線リソース制御部１０１１、ＳＲＳ設定部１０１３と送信電力設定
部１０１５を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０
５３、多重分離部１０５５と無線受信部１０５７を含んで構成される。また、送信部１０
７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と下り
リンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【００４０】
　上位層処理部１０１は、パケットデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Pr
otocol; PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control; RLC）層、無線リソース制御
（Radio Resource Control; RRC）層の処理を行なう。
【００４１】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、下りリンクの各チャネル
に配置する情報を生成、又は上位ノードから取得し、送信部１０７に出力する。また、無
線リソース制御部１０１１は、上りリンクの無線リソースの中から、移動局装置１がＰＵ
ＳＣＨ（データ情報）を配置する無線リソースを割り当てる。また、無線リソース制御部
１０１１は、下りリンクの無線リソースの中から、ＰＤＳＣＨ（データ情報）を配置する
無線リソースを決定する。無線リソース制御部１０１１は、当該無線リソースの割り当て
を示す下りリンク制御情報を生成し、送信部１０７を介して移動局装置１に送信する。無
線リソース制御部１０１１は、ＰＵＳＣＨを配置する無線リソースを割り当てる際に、チ
ャネル測定部１０９から入力された上りリンクのチャネル測定結果を基に、チャネル品質
の良い無線リソースを優先的に割り当てる。
【００４２】
　移動局装置１からＰＵＣＣＨで通知された上りリンク制御情報（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ、チ
ャネル品質情報、スケジューリング要求）、および移動局装置１から通知されたバッファ
の状況や無線リソース制御部１０１１が設定した移動局装置１各々の各種設定情報に基づ
き、受信部１０５および送信部１０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部１
０３に出力する。
【００４３】
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　ＳＲＳ設定部１０１３は、移動局装置１がＳＲＳを送信するための無線リソースを予約
するサブフレームであるサウンディングサブフレーム、およびサウンディングサブフレー
ム内でＳＲＳを送信するために予約する無線リソースの帯域幅を設定し、前記設定をシス
テム情報（System Information）として生成し、送信部１０７を介して、ＰＤＳＣＨで報
知送信する。また、ＳＲＳ設定部１０１３は、移動局装置１各々に周期的にピリオディッ
クＳＲＳを送信するサブフレーム、周波数帯域、およびピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡ
Ｃ系列に用いるサイクリックシフトの量を設定し、前記設定を無線リソース制御信号（Ra
dio Resource Control Signal）として生成し、送信部１０７を介して、移動局装置１各
々にＰＤＳＣＨで通知する。
【００４４】
　また、ＳＲＳ設定部１０１３は、移動局装置１各々にアピリオディックＳＲＳを送信す
る周波数帯域、およびアピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシ
フトの量を設定し、前記設定を無線リソース制御信号として生成し、送信部１０７を介し
て、移動局装置１各々にＰＤＳＣＨで通知する。また、ＳＲＳ設定部１０１３は、移動局
装置１にアピリオディックＳＲＳを要求する場合、移動局装置１にアピリオディックＳＲ
Ｓを要求していることを示すＳＲＳインディケータを生成し、送信部１０７を介して、移
動局装置１にＰＤＣＣＨで通知する。
【００４５】
　送信電力設定部１０１５は、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ピリオディックＳＲＳ、および
アピリオディックＳＲＳの送信電力を設定する。具体的には、送信電力設定部１０１５は
、隣接する基地局装置３からの干渉量を示す情報、隣接する基地局装置３から通知された
隣接する基地局装置３に与えている干渉量を示す情報、またチャネル測定部１０９から入
力されたチャネルの品質などに応じて、ＰＵＳＣＨなどが所定のチャネル品質を満たすよ
う、また隣接する基地局装置３への干渉、移動局装置１の考慮し、送信電力を設定し、前
記設定を示す情報を、送信部１０７を介して、移動局装置１に送信する。
【００４６】
　具体的には、送信電力設定部１０１５は、（２）式のPO_PUSCH、α、ピリオディックＳ
ＲＳ用のPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）、アピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(
1)（第２パラメータ）を設定し、前記設定を無線リソース制御信号として生成し、送信部
１０７を介して、移動局装置１各々にＰＤＳＣＨで通知する。また、送信電力設定部１０
１５は、（２）式のｆを算出するためのＴＰＣコマンドを設定し、ＴＰＣコマンドを生成
し、送信部１０７を介して、移動局装置１各々にＰＤＣＣＨで通知する。
【００４７】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【００４８】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１１
１を介して移動局装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部１０１に出力する。無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１１１を介して受
信した上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成
分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の
同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジ
タル信号に変換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインタ
ーバル（Guard Interval; GI）に相当する部分を除去する。無線受信部１０５７は、ガー
ドインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform; FF
T）を行ない、周波数領域の信号を抽出し多重分離部１０５５に出力する。
【００４９】
　多重分離部１０５５は、無線受信部１０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
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ＣＨ、ＤＭＲＳ、ＳＲＳなどの信号に、それぞれ分離する。なお、この分離は、予め基地
局装置３が決定して各移動局装置１に通知した無線リソースの割当情報に基づいて行なわ
れる。また、多重分離部１０５５は、チャネル測定部１０９から入力された伝搬路の推定
値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５は
、分離したＤＭＲＳおよびＳＲＳをチャネル測定部１０９に出力する。
【００５０】
　復調部１０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform; IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、２位相偏移変調（Binary Phase Shift Keying; BPSK）、４相位相偏移変
調（Quadrature Phase Shift Keying; QPSK）、１６値直交振幅変調（16Quadrature Ampl
itude Modulation; 16QAM）、６４値直交振幅変調（64Quadrature Amplitude Modulation
; 64QAM）等の予め定められた、または基地局装置３が移動局装置１各々に下りリンク制
御情報で予め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。
【００５１】
　復号化部１０５１は、復調したＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の予め定められた又は基地局装置３が移動局装置１に上りリンクグラント
で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号したデータ情報と、上りリンク制御情報を
上位層処理部１０１へ出力する。
【００５２】
　チャネル測定部１０９は、多重分離部１０５５から入力されたＤＭＲＳとＳＲＳから伝
搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部１０５５および上位層処理部１
０１に出力する。
【００５３】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力されたデータ情報、下りリンク制御情報を符号化
、および変調し、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受
信アンテナを介して移動局装置１に信号を送信する。
【００５４】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された下りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。符号
化部１０７１は、符号化ビットをＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調
する。下りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するためのセル識別子
（Cell ID）などを基に予め定められた規則で求まる、移動局装置１が既知の系列を下り
リンク参照信号として生成する。多重部１０７５は、変調した各チャネルと生成した下り
リンク参照信号を多重する。
【００５５】
　無線送信部１０７７は、多重した変調シンボルを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast F
ourier Transform; IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行ない、ＯＦＤＭ変調されたＯＦ
ＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、
ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の
同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、
中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を
除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１１１に出力して送信する。
【００５６】
　＜移動局装置１の構成について＞
　図７は、本実施形態に係る移動局装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示する
ように、移動局装置１は、上位層処理部２０１、制御部２０３、受信部２０５、送信部２
０７、チャネル測定部２０９、および、送受信アンテナ２１１、を含んで構成される。ま
た、上位層処理部２０１は、無線リソース制御部２０１１、ＳＲＳ制御部２０１３と送信
電力制御部２０１５を含んで構成される。また、受信部２０５は、復号化部２０５１、復
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調部２０５３、多重分離部２０５５と無線受信部２０５７を含んで構成される。また、送
信部２０７は、符号化部２０７１、変調部２０７３、多重部２０７５と無線送信部２０７
７を含んで構成される。
【００５７】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクのデータ情報を、
送信部２０７に出力する。また、上位層処理部２０１は、パケットデータ統合プロトコル
層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行なう。
【００５８】
　上位層処理部２０１が備える無線リソース制御部２０１１は、自装置の各種設定情報の
管理を行なう。また、無線リソース制御部２０１１は、上りリンクの各チャネルに配置す
る情報を生成し送信部２０７に出力する。無線リソース制御部２０１１は、基地局装置３
からＰＤＣＣＨで通知された下りリンク制御情報、およびＰＤＳＣＨで通知された無線リ
ソース制御情報で設定された無線リソース制御部２０１１が管理する自装置の各種設定情
報に基づき、受信部２０５、および送信部２０７の制御を行なうために制御情報を生成し
、制御部２０３に出力する。
【００５９】
　上位層処理部２０１が備えるＳＲＳ制御部２０１３は、基地局装置３が報知しているＳ
ＲＳを送信するための無線リソースを予約するサブフレームであるサウンディングサブフ
レーム、およびサウンディングサブフレーム内でＳＲＳを送信するために予約する無線リ
ソースの帯域幅を示す情報、および、基地局装置３が自装置に通知したピリオディックＳ
ＲＳを送信するサブフレーム、周波数帯域、およびピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系
列に用いるサイクリックシフトの量を示す情報、および、基地局装置３が自装置に通知し
たアピリオディックＳＲＳを送信する周波数帯域、およびアピリオディックＳＲＳのＣＡ
ＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量を示す情報を、受信部２０５から取得する。
【００６０】
　ＳＲＳ制御部２０１３は、前記情報に従ってＳＲＳ送信の制御を行なう。具体的には、
ＳＲＳ制御部２０１３は、前記ピリオディックＳＲＳに関する情報に従ってピリオディッ
クＳＲＳを１回または周期的に送信するよう送信部２０７を制御する。また、ＳＲＳ制御
部２０１３は、送信部２０７から入力されたＳＲＳインディケータでアピリオディックＳ
ＲＳの送信を要求された場合、前記アピリオディックＳＲＳに関する情報に従ってアピリ
オディックＳＲＳを予め定められた回数（例えば、１回）だけ送信する。
【００６１】
　上位層処理部２０１が備える送信電力制御部２０１５は、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ピ
リオディックＳＲＳ、およびアピリオディックＳＲＳの送信電力の設定を示す情報を基に
、送信電力の制御を行なうよう制御部２０３に制御情報を出力する。具体的には、送信電
力制御部２０１５は、送信部２０７から取得したPO_PUSCH、α、ピリオディックＳＲＳ用
のPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）、アピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(1)（第
２パラメータ）、およびＴＰＣコマンドを基に、（２）式からピリオディックＳＲＳの送
信電力とアピリオディックＳＲＳの送信電力各々を制御する。なお、PSRS_OFFSETはピリ
オディックＳＲＳかアピリオディックＳＲＳかに応じてパラメータを切り替える。
【００６２】
　制御部２０３は、上位層処理部２０１からの制御情報に基づいて、受信部２０５、およ
び送信部２０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部２０３は、生成した制御信号
を受信部２０５、および送信部２０７に出力して受信部２０５、および送信部２０７の制
御を行なう。
【００６３】
　受信部２０５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２１
１を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部２０１に出力する。
【００６４】
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　無線受信部２０５７は、各受信アンテナを介して受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて
、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部２
０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を除去し、ガ
ードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行ない、周波数領域の信号
を抽出する。
【００６５】
　多重分離部２０５５は、抽出した信号をＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参
照信号に、それぞれ分離する。なお、この分離は、下りリンク制御情報で通知された無線
リソースの割り当て情報などに基づいて行なわれる。また、多重分離部２０５５は、チャ
ネル測定部２０９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨの伝搬路
の補償を行なう。また、多重分離部２０５５は、分離した下りリンク参照信号をチャネル
測定部２０９に出力する。
【００６６】
　復調部２０５３は、ＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部
２０５１へ出力する。復調部２０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、
６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式の復調を行ない、復号化部２０
５１へ出力する。復号化部２０５１は、ＰＤＣＣＨの復号を試み、復号に成功した場合、
復号した下りリンク制御情報を上位層処理部２０１に出力する。復号化部２０５１は、下
りリンク制御情報で通知された符号化率に対する復号を行ない、復号したデータ情報を上
位層処理部２０１へ出力する。
【００６７】
　チャネル測定部２０９は、多重分離部２０５５から入力された下りリンク参照信号から
下りリンクのパスロスを測定し、測定したパスロスを上位層処理部２０１へ出力する。ま
た、チャネル測定部２０９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝搬路の推定値を算
出し、多重分離部２０５５へ出力する。
【００６８】
　送信部２０７は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、ＤＭＲＳおよび／ま
たはＳＲＳを生成し、上位層処理部２０１から入力されたデータ情報を符号化および変調
し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成したＤＭＲＳおよび／またはＳＲＳを多重し、
ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＤＭＲＳ、およびＳＲＳの送信電力を調整し、送受信アンテナ
を介して基地局装置３に送信する。
【００６９】
　符号化部２０７１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行なう。変調
部２０７３は、符号化部２０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１
６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。
【００７０】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、基地局装置３を識別するためのセル識別子、Ｄ
ＭＲＳおよびＳＲＳを配置する帯域幅などを基に予め定められた規則で求まる、基地局装
置３が既知のＣＡＺＡＣ系列を生成する。また、上りリンク参照信号生成部２０７９は、
制御部２０３から入力された制御信号に従って、生成したＤＭＲＳおよびＳＲＳのＣＡＺ
ＡＣ系列にサイクリックシフトを与える。
【００７１】
　多重部２０７５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform; DFT
）し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成したＤＭＲＳおよびＳＲＳを多重する。
【００７２】
　無線送信部２０７７は、多重した信号を逆高速フーリエ変換して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式
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の変調を行ない、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバ
ルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号を
アナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し
、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信
号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アン
テナに出力して送信する。
【００７３】
　＜無線通信システムの動作について＞
　図８は、本発明の移動局装置１と基地局装置３の動作の一例を示すシーケンスチャート
である。基地局装置３は、（２）式のPO_PUSCH、α、ピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFF
SET(0)（第１パラメータ）、アピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(1)（第２パラメー
タ）を設定し、移動局装置１に通知する（ステップＳ１００）。基地局装置３は、移動局
装置１がＳＲＳを送信するための無線リソースを予約するサブフレームであるサウンディ
ングサブフレーム、およびサウンディングサブフレーム内でＳＲＳを送信するために予約
する無線リソースの帯域幅を設定し、移動局装置１に通知する（ステップＳ１０１）。
【００７４】
　基地局装置３は、ピリオディックＳＲＳを送信するサブフレーム、周波数帯域、および
ピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量を設定し、移動
局装置１に通知する（ステップＳ１０２）。基地局装置３は、アピリオディックＳＲＳを
送信する周波数帯域、およびアピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリ
ックシフトの量を設定し、移動局装置１に通知する（ステップＳ１０３）。移動局装置１
は、ステップＳ１００からステップＳ１０３で通知されたパラメータをセットする（ステ
ップＳ１０４）。
【００７５】
　移動局装置１は、ステップＳ１０４でセットしたピリオディックＳＲＳに関するパラメ
ータに従って、ピリオディックＳＲＳを１回、または周期的に送信する（ステップＳ１０
５）。なお、ピリオディックＳＲＳの送信電力は、ステップＳ１００で通知されたピリオ
ディックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）を用いて算出する。
【００７６】
　基地局装置３は、アピリオディックＳＲＳの送信を要求することを示すＳＲＳインディ
ケータを送信し（ステップＳ１０６）。移動局装置１は、ＳＲＳインディケータでアピリ
オディックＳＲＳの送信を要求されていると判定すると（ステップＳ１０７）、ステップ
Ｓ１０４でセットしたアピリオディックＳＲＳに関するパラメータに従って、アピリオデ
ィックＳＲＳを予め定められた回数（例えば、１回）送信する（ステップＳ１０８）。な
お、アピリオディックＳＲＳの送信電力は、ステップＳ１００で通知されたアピリオディ
ックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(1)（第２パラメータ）を用いて算出する。
【００７７】
　移動局装置１と基地局装置３はステップＳ１０８の後、アピリオディックＳＲＳの送受
信に関する処理を終了する。なお、基地局装置３が、移動局装置１にピリオディックＳＲ
Ｓを周期的に送信するよう設定した場合、移動局装置１はステップＳ１０８の後にも周期
的にピリオディックＳＲＳを送信し続ける。
【００７８】
　図９は、本発明の移動局装置１の動作の一例を示すフローチャートである。移動局装置
１は、基地局装置３が送信したピリオディックＳＲＳの送信電力に関するパラメータPSRS
_OFFSET(0)（第１パラメータ）とアピリオディックＳＲＳの送信電力に関するパラメータ
PSRS_OFFSET(1)（第２パラメータ）を受信する（ステップＳ２００）。移動局装置１が、
アピリオディックＳＲＳを送信する場合（ステップＳ２０１－アピリオディックＳＲＳ）
、少なくともPSRS_OFFSET(1)を用いてアピリオディックＳＲＳの送信電力を算出する（ス
テップＳ２０２）。ステップＳ２０１において、移動局装置１が、ピリオディックＳＲＳ
を送信する場合（ステップＳ２０１－ピリオディックＳＲＳ）、少なくともPSRS_OFFSET(
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0)を用いてピリオディックＳＲＳの送信電力を算出する（ステップＳ２０３）。
【００７９】
　移動局装置１は、ステップＳ２０２および／またはステップＳ２０３で算出した送信電
力でアピリオディックＳＲＳおよび／またはピリオディックＳＲＳを送信する（ステップ
Ｓ２０４）。移動局装置１はステップＳ２０４の後、アピリオディックＳＲＳおよび／ま
たはピリオディックＳＲＳの送信電力制御に関する処理を終了する。
【００８０】
　このように、本発明によれば、基地局装置３は、基地局装置３が設定し移動局装置１に
通知した設定に従って移動局装置１が送信するピリオディックＳＲＳの送信電力制御に用
いるPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）と、基地局装置３がＳＲＳインディケータで要求
した場合に、移動局装置１が送信するアピリオディックＳＲＳの送信電力制御に用いるPS
RS_OFFSET(1)（第２パラメータ）を移動局装置１に設定し、移動局装置１は、ピリオディ
ックＳＲＳを送信する際には少なくともPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）を用いてピリ
オディックＳＲＳの送信電力制御を行ない、アピリオディックＳＲＳを送信する際には少
なくともPSRS_OFFSET(1)（第２パラメータ）を用いてアピリオディックＳＲＳの送信電力
制御を行ない、ピリオディックＳＲＳおよび／またはアピリオディックＳＲＳを送信する
。
【００８１】
　これにより、基地局装置３は、ピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳの帯域
幅（物理リソースブロック数）MSRSなどに応じて、ピリオディックＳＲＳとアピリオディ
ックＳＲＳ各々に対してPSRS_OFFSETを設定でき、移動局装置１が送信するピリオディッ
クＳＲＳとアピリオディックＳＲＳ各々に対して最適な送信電力制御をすることができる
。
【００８２】
　（変形例）
　以下、本発明の変形例について説明する。本発明の変形例では、移動局装置１が複数の
送信アンテナポートを備え、基地局装置３が移動局装置１の送信アンテナポート毎にPSRS
_OFFSETを設定する場合について説明する。本発明の変形例の上りリンクでは、ピリオデ
ィックＳＲＳとアピリオディックの送信電力制御を送信アンテナポート毎に行なう。本発
明の送信アンテナポート毎のピリオディックＳＲＳおよびアピリオディックＳＲＳの送信
電力値を決定するために用いられる式を示す。
【００８３】
【数３】

…（３）
　（３）式において、PSRS_OFFSET(k, p)は、ＰＵＳＣＨとＳＲＳの基本となる送信電力
の差を示すオフセットであり、上位層から指定される値である。ｋはピリオディックＳＲ
ＳかアピリオディックＳＲＳかを示しており、ｐは移動局装置１の送信アンテナポートを
示している。例えば、移動局装置１がｐ＝０とｐ＝１の２つの送信アンテナポートを備え
、ピリオディックＳＲＳの場合にはｋ＝０、アピリオディックＳＲＳの場合にはｋ＝１と
すると、基地局装置３は、移動局装置１に、ピリオディックＳＲＳを送信する際の送信ア
ンテナポートｐ＝０に対するPSRS_OFFSET (0, 0)と送信アンテナポートｐ＝１に対するPS
RS_OFFSET (0, 1)、アピリオディックＳＲＳを送信する際の送信アンテナポートｐ＝０に
対するPSRS_OFFSET (1, 0)と送信アンテナポートｐ＝１に対するPSRS_OFFSET (1, 1)の４
つの値を通知する。（３）式の他の変数は（２）式と同じであるので、同じ変数について
の説明は省略する。
【００８４】
　図１０は、本発明の変形例の移動局装置１の動作の一例を示すフローチャートである。
移動局装置１は、基地局装置３が送信したピリオディックＳＲＳの送信電力に関する送信
アンテナポート毎のパラメータPSRS_OFFSET(0, p)（第１パラメータ）とアピリオディッ
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クＳＲＳの送信電力に関する送信アンテナポート毎のパラメータPSRS_OFFSET(1, p)（第
２パラメータ）を受信する（ステップＳ３００）。移動局装置１が、アピリオディックＳ
ＲＳを送信する場合（ステップＳ３０１－アピリオディックＳＲＳ）、少なくともPSRS_O
FFSET(1, p)を用いてアピリオディックＳＲＳの送信電力を送信アンテナポート毎に算出
する（ステップＳ３０２）。ステップＳ３０１において、移動局装置１が、ピリオディッ
クＳＲＳを送信する場合（ステップＳ３０１－ピリオディックＳＲＳ）、少なくともPSRS
_OFFSET(0, p)を用いてピリオディックＳＲＳの送信電力を送信アンテナポート毎に算出
する（ステップＳ２０３）。
【００８５】
　移動局装置１は、ステップＳ３０２および／またはステップＳ３０３で算出した送信ア
ンテナポート毎の送信電力でアピリオディックＳＲＳおよび／またはピリオディックＳＲ
Ｓを送信する（ステップＳ３０４）。移動局装置１はステップＳ３０４の後、アピリオデ
ィックＳＲＳおよび／またはピリオディックＳＲＳの送信電力制御に関する処理を終了す
る。
【００８６】
　このように本発明の変形例によれば、基地局装置３は、移動局装置１が備える複数の送
信アンテナポート各々にPSRS_OFFSET(k, p)を設定し、移動局装置１は、ピリオディック
ＳＲＳおよび／またはアピリオディックＳＲＳを送信する際に、送信アンテナポート毎に
少なくともPSRS_OFFSET(k, p)を用いてピリオディックＳＲＳおよびアピリオディックＳ
ＲＳの送信電力制御を行なう。これにより、移動局装置１の優先度の高い送信アンテナポ
ート（例えば、信号を送信している送信アンテナポート）の送信電力を高くし、優先度の
低い送信アンテナポート（例えば、信号を送信しない送信アンテナポート）の送信電力を
低くするような制御をすることができ、送信アンテナポートの優先度に応じて柔軟な送信
電力の制御をすることができる。
【００８７】
　なお、本発明では、図８のステップＳ１００においてピリオディックＳＲＳ用のPSRS_O
FFSET(0)（第１パラメータ）、アピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFFSET(1)（第２パラメ
ータ）が送信電力制御に関するパラメータとして送受信されたが、ピリオディックＳＲＳ
用のPSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）を、ステップＳ１０３でピリオディックＳＲＳに
関するパラメータと一緒に送信してもよく、また、アピリオディックＳＲＳ用のPSRS_OFF
SET(1)（第２パラメータ）をステップＳ１０２でアピリオディックに関するパラメータと
一緒に送信してもよく、PSRS_OFFSET(0)（第１パラメータ）およびPSRS_OFFSET(1)（第２
パラメータ）が他のどのようなパラメータと一緒に送信されてもよい。
【００８８】
　また、本発明では、基地局装置３が移動局装置１にアピリオディックＳＲＳ送信を要求
する場合に、ＰＤＣＣＨを用いてアピリオディックＳＲＳを要求するＳＲＳインディケー
タを送信したが、ＳＲＳインディケータの送信方法はこれに限定されず、ＰＤＳＣＨで送
信される無線リソース制御信号（Radio Resource Control signal）、ＭＡＣ（Medium Ac
cess Control）、ＣＥ（Control Element）などで送信されてもよい。
【００８９】
　また、本発明の変形例では、移動局装置１が基地局装置３に、自装置の送信アンテナポ
ート数を通知することで、基地局装置３が移動局装置１の送信アンテナポート数を判別で
きるようにしてもよい。
【００９０】
　以上説明した本発明の特徴的な手段は、集積回路に手段を実装し、制御することによっ
ても実現することができる。すなわち、本発明の集積回路は、基地局装置３と、基地局装
置３に設定されたタイミングで上りリンクのチャネル測定用の第１参照信号を送信し、基
地局装置３に送信を要求された場合に特定の回数だけ上りリンクのチャネル測定用の第２
参照信号を送信する移動局装置１を有する無線通信システムに適用される集積回路であっ
て、基地局装置３において、前記第１参照信号の送信電力制御に用いる第１パラメータと
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前記第２参照信号の送信電力制御に用いる第２パラメータを設定する手段、前記第１パラ
メータおよび第２パラメータを移動局装置１に通知する手段、移動局装置１において、前
記第１参照信号を送信する際には少なくとも前記第１パラメータを用いて前記第１参照信
号の送信電力制御を行ない、前記第２参照信号を送信する際には少なくとも前記第２パラ
メータを用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なう手段、前記第１参照信号および
／または前記第２参照信号を送信する手段を有することを特徴とする。
【００９１】
　このように、本発明の集積回路を用いた無線通信システムにおいて、基地局装置３は、
ピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳの帯域幅（物理リソースブロック数）MS
RSなどに応じて、ピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲＳ各々に対してPSRS_OFF
SETを設定でき、移動局装置１が送信するピリオディックＳＲＳとアピリオディックＳＲ
Ｓ各々に対して最適な送信電力制御をすることができる。
【００９２】
　また、本発明の集積回路は、基地局装置３において、移動局装置１が備える複数の送信
アンテナポート各々に第１パラメータおよび第２パラメータを設定する手段、移動局装置
１において、前記第１参照信号を送信する際には送信アンテナポート毎に少なくとも前記
第１パラメータを用いて前記第１参照信号の送信電力制御を行ない、前記第２参照信号を
送信する際には送信アンテナポート毎に少なくとも前記第２パラメータを用いて前記第２
参照信号の送信電力制御を行なう手段を有することを特徴とする。
【００９３】
　このように、本発明の集積回路を用いた無線通信システムにおいて、基地局装置３は、
移動局装置１の優先度の高い送信アンテナポート（例えば、信号を送信している送信アン
テナポート）の送信電力を高くし、優先度の低い送信アンテナポート（例えば、信号を送
信しない送信アンテナポート）の送信電力を低くするような制御をすることができ、送信
アンテナポートの優先度に応じて柔軟な送信電力の制御をすることができる。
【００９４】
　本発明に関わる基地局装置３、および移動局装置１で動作するプログラムは、本発明に
関わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を
制御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、
これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory
）に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨ
ＤＤ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書
き込みが行なわれる。
【００９５】
　なお、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータ
で実現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコ
ンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムを
コンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。なお、ここ
でいう「コンピュータシステム」とは、移動局装置１、又は基地局装置３に内蔵されたコ
ンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。
【００９６】
　また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁気
ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハー
ドディスク等の記憶装置のことをいう。さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」
とは、インターネット等のネットワークや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送
信する場合の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサ
ーバやクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間
プログラムを保持しているものも含んでも良い。また上記プログラムは、前述した機能の
一部を実現するためのものであっても良く、さらに前述した機能をコンピュータシステム
にすでに記録されているプログラムとの組み合わせで実現できるものであっても良い。
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【００９７】
　また、上述した実施形態における移動局装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型
的には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。移動局装置１、基地局装置３の各機
能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又は全部を集積してチップ化してもよ
い。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、又は汎用プロセッサで実現して
も良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場
合、当該技術による集積回路を用いることも可能である。
【００９８】
　さらに本発明に係る端末装置は、以下の手段を講じることができる。すなわち、本発明
の無線通信システムは、基地局装置および移動局装置で構成され、前記移動局装置が複数
の参照信号のうち第１参照信号または第２参照信号を前記基地局装置に対して送信する無
線通信システムであって、前記基地局装置は、前記第１参照信号の送信電力制御に用いる
第１パラメータおよび前記第２参照信号の送信電力制御に用いる第２パラメータを設定し
、前記設定した第１パラメータおよび第２パラメータを前記移動局装置に対して通知し、
前記移動局装置は、前記第１パラメータおよび第２パラメータを受信し、前記第１パラメ
ータを用いて前記第１参照信号の送信電力制御を行なう一方、前記第２パラメータを用い
て前記第２参照信号の送信電力制御を行ない、前記送信電力制御を行なった第１参照信号
および／または第２参照信号を前記基地局装置に対して送信することを特徴とする。
【００９９】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定することが可能となり、移動局装置が送信する第１参照信号ま
たは第２参照信号の各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。
【０１００】
　また、本発明の無線通信システムにおいて、前記移動局装置は、複数の送信アンテナポ
ートを備え、前記基地局装置は、前記移動局装置が備える複数の送信アンテナポートの各
々に対して、前記第１パラメータおよび第２パラメータを設定し、前記移動局装置は、前
記第１参照信号を送信する際に、前記送信アンテナポート毎に前記第１パラメータを用い
て前記第１参照信号の送信電力制御を行ない、前記第２参照信号を送信する際に、前記送
信アンテナポート毎に前記第２パラメータを用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行
なうことを特徴とする。
【０１０１】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１０２】
　また、本発明の無線通信システムにおいて、前記第１参照信号は、前記基地局装置が上
りリンクのチャネル測定を行なうために、前記基地局装置によって設定されたタイミング
で前記移動局装置から送信され、前記第２参照信号は、前記基地局装置が上りリンクのチ
ャネル測定を行なうために、前記基地局装置が前記移動局装置に対して送信を要求した場
合に、特定の回数だけ前記移動局装置から送信されるものであることを特徴とする。
【０１０３】
　この構成により、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに
適用することが可能となる。
【０１０４】
　また、本発明の移動局装置は、基地局装置および移動局装置で構成され、前記移動局装
置が複数の参照信号のうち第１参照信号または第２参照信号を前記基地局装置に対して送
信する無線通信システムに適用される移動局装置であって、前記基地局装置で設定され、
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前記第１参照信号の送信電力制御に用いる第１パラメータおよび前記第２参照信号の送信
電力制御に用いる第２パラメータを受信する移動局側受信部と、前記第１パラメータを用
いて前記第１参照信号の送信電力制御を行なう一方、前記第２パラメータを用いて前記第
２参照信号の送信電力制御を行なう移動局側上位層処理部と、前記送信電力制御を行なっ
た第１参照信号および／または第２参照信号を前記基地局装置に対して送信する移動局側
送信部と、を備えることを特徴とする。
【０１０５】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定し、移動局装置が送信する第１参照信号または第２参照信号の
各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。
【０１０６】
　また、本発明の移動局装置は、複数の送信アンテナポートを備え、前記移動局側受信部
は、前記基地局装置が送信した前記複数の送信アンテナポートの各々に対する第１パラメ
ータおよび第２パラメータを受信し、前記移動局側上位層処理部は、前記第１参照信号を
送信する際に、前記送信アンテナポート毎に前記第１パラメータを用いて前記第１参照信
号の送信電力制御を行ない、前記第２参照信号を送信する際に、前記送信アンテナポート
毎に前記第２パラメータを用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なうことを特徴と
する。
【０１０７】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１０８】
　また、本発明の移動局装置において、前記第１参照信号は、前記基地局装置が上りリン
クのチャネル測定を行なうために、前記基地局装置によって設定されたタイミングで送信
し、前記第２参照信号は、前記基地局装置が上りリンクのチャネル測定を行なうために、
前記基地局装置から送信を要求された場合に、特定の回数だけ送信するものであることを
特徴とする。
【０１０９】
　この構成により、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに
適用することが可能となる。
【０１１０】
　また、本発明の基地局装置は、基地局装置および移動局装置で構成され、前記移動局装
置が複数の参照信号のうち第１参照信号または第２参照信号を前記基地局装置に対して送
信する無線通信システムに適用される基地局装置であって、前記第１参照信号の送信電力
制御に用いる第１パラメータおよび前記第２参照信号の送信電力制御に用いる第２パラメ
ータを設定する基地局側上位層処理部と、前記設定した第１パラメータおよび第２パラメ
ータを前記移動局装置に対して通知する基地局側送信部と、を備えることを特徴とする。
【０１１１】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定することが可能となり、移動局装置が送信する第１参照信号ま
たは第２参照信号の各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。
【０１１２】
　また、本発明の基地局装置において、前記基地局側上位層処理部は、前記移動局装置が
備える複数の送信アンテナポートの各々に対して、前記第１パラメータおよび前記第２パ
ラメータを設定することを特徴とする。
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【０１１３】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１１４】
　また、本発明の基地局装置において、前記第１参照信号は、自装置が上りリンクのチャ
ネル測定を行なうために、設定したタイミングで前記移動局装置から送信され、前記第２
参照信号は、自装置が上りリンクのチャネル測定を行なうために、前記移動局装置に対し
て送信を要求した場合に、特定の回数だけ前記移動局装置から送信されるものであること
を特徴とする。
【０１１５】
　この構成により、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに
適用することが可能となる。
【０１１６】
　また、本発明の無線通信方法は、基地局装置および移動局装置で構成され、前記移動局
装置が複数の参照信号のうち第１参照信号または第２参照信号を前記基地局装置に対して
送信する無線通信システムの無線通信方法であって、前記基地局装置において、前記第１
参照信号の送信電力制御に用いる第１パラメータおよび前記第２参照信号の送信電力制御
に用いる第２パラメータを設定するステップと、前記設定した第１パラメータおよび第２
パラメータを前記移動局装置に対して通知するステップと、前記移動局装置において、前
記第１パラメータおよび第２パラメータを受信するステップと、前記第１パラメータを用
いて前記第１参照信号の送信電力制御を行なう一方、前記第２パラメータを用いて前記第
２参照信号の送信電力制御を行なうステップと、前記送信電力制御を行なった第１参照信
号および／または第２参照信号を前記基地局装置に対して送信するステップと、を少なく
とも含むことを特徴とする。
【０１１７】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定することが可能となり、移動局装置が送信する第１参照信号ま
たは第２参照信号の各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。
【０１１８】
　また、本発明の無線通信方法は、前記基地局装置において、前記移動局装置が備える複
数の送信アンテナポートの各々に対して、前記第１パラメータおよび第２パラメータを設
定するステップと、前記移動局装置において、前記第１参照信号を送信する際に、前記送
信アンテナポート毎に前記第１パラメータを用いて前記第１参照信号の送信電力制御を行
ない、前記第２参照信号を送信する際に、前記送信アンテナポート毎に前記第２パラメー
タを用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なうステップと、を更に含むことを特徴
とする。
【０１１９】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１２０】
　また、本発明の無線通信方法において、前記第１参照信号は、前記基地局装置が上りリ
ンクのチャネル測定を行なうために、前記基地局装置によって設定されたタイミングで前
記移動局装置から送信され、前記第２参照信号は、前記基地局装置が上りリンクのチャネ
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ル測定を行なうために、前記基地局装置が前記移動局装置に対して送信を要求した場合に
、特定の回数だけ前記移動局装置から送信されるものであることを特徴とする。
【０１２１】
　この構成により、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに
適用することが可能となる。
【０１２２】
　また、本発明の集積回路は、移動局装置に実装されることにより、前記移動局装置に対
して複数の機能を発揮させる集積回路であって、基地局装置が上りリンクのチャネル測定
を行なうために、前記基地局装置によって設定されたタイミングで送信する第１参照信号
、または、前記基地局装置が上りリンクのチャネル測定を行なうために、前記基地局装置
から送信を要求された場合に、特定の回数だけ送信する第２参照信号を送信する機能と、
前記基地局装置で設定され、前記第１参照信号の送信電力制御に用いる第１パラメータお
よび前記第２参照信号の送信電力制御に用いる第２パラメータを受信する機能と、前記第
１パラメータを用いて前記第１参照信号の送信電力制御を行なう一方、前記第２パラメー
タを用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なう機能と、前記送信電力制御を行なっ
た第１参照信号および／または第２参照信号を前記基地局装置に対して送信する機能と、
を含む一連の機能を、前記移動局装置に対して発揮させることを特徴とする。
【０１２３】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定し、移動局装置が送信する第１参照信号または第２参照信号の
各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。また、ＬＴＥ－Ａ（Long
 Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに適用することが可能となる。
【０１２４】
　また、本発明の集積回路は、複数の送信アンテナポートを備える移動局装置に実装され
、前記基地局装置が送信した前記複数の送信アンテナポートの各々に対する第１パラメー
タおよび第２パラメータを受信する機能と、前記第１参照信号を送信する際に、前記送信
アンテナポート毎に前記第１パラメータを用いて前記第１参照信号の送信電力制御を行な
い、前記第２参照信号を送信する際に、前記送信アンテナポート毎に前記第２パラメータ
を用いて前記第２参照信号の送信電力制御を行なう機能と、を更に備えることを特徴とす
る。
【０１２５】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１２６】
　また、本発明の集積回路は、基地局装置に実装されることにより、前記基地局装置に対
して複数の機能を発揮させる集積回路であって、自装置が上りリンクのチャネル測定を行
なうために、設定したタイミングで前記移動局装置から送信される第１参照信号の送信電
力制御に用いる第１パラメータ、または、自装置が上りリンクのチャネル測定を行なうた
めに、前記移動局装置に対して送信を要求した場合に、特定の回数だけ前記移動局装置か
ら送信される第２参照信号の送信電力制御に用いる第２パラメータを設定する機能と、前
記設定した第１パラメータおよび第２パラメータを前記移動局装置に対して通知する機能
と、を含む一連の機能を、前記基地局装置に対して発揮させることを特徴とする。
【０１２７】
　この構成により、基地局装置は、第１参照信号と第２参照信号の帯域幅（物理リソース
ブロック数）などに応じて、第１参照信号と第２参照信号の各々に対して、第１パラメー
タと第２パラメータを設定することが可能となり、移動局装置が送信する第１参照信号ま
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たは第２参照信号の各々に対して、最適な送信電力制御を行なうことが可能となる。また
、ＬＴＥ－Ａ（Long Term Evolution-Advanced）の無線通信システムに適用することが可
能となる。
【０１２８】
　また、本発明の集積回路は、前記移動局装置が備える複数の送信アンテナポートの各々
に対して、前記第１パラメータおよび前記第２パラメータを設定する機能を更に備えるこ
とを特徴とする。
【０１２９】
　この構成により、移動局装置の優先度の高い送信アンテナポート、例えば、信号を送信
している送信アンテナポートの送信電力を高くする一方、優先度の低い送信アンテナポー
ト、例えば、信号を送信しないアンテナポートの送信電力を低くすることが可能となる。
これにより、送信アンテナポートの優先度に応じて、柔軟な送信電力制御を行なうことが
可能となる。
【０１３０】
　また、第１参照信号または第２参照信号を基地局装置に送信する移動局装置であって、
PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(k)を、上位層から指定される値とし、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(0)
を、無線リソース制御信号を用いて前記基地局装置によって通知された第１無線リソース
を用いて前記基地局装置に送信される第１参照信号に対する値とし、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳ

ＥＴ(1)を、前記第２参照信号の送信を要求する下りリンク制御情報を物理下りリンク制
御チャネルで受信した際に前記基地局装置によって通知された、前記第２参照信号を送信
可能な第２無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される前記第２参照信号に対する
値とし、min{X,Y}を、Ｘ、Ｙのうち最小値を選択する関数とし、PＣＭＡＸを、最大送信
電力値とし、PＯ＿ＰＵＳＣＨを、上位層から指定される値とし、MＳＲＳを、第１参照信
号または第２参照信号の送信に使用される物理リソースブロック数とし、ＰＬを、パスロ
スとし、αを、上位層により指定される係数とし、ｆを、前記基地局装置によって前記物
理下りリンク制御チャネルで送信される送信電力制御コマンドから算出される値としたと
きに、次の数式を用いて、あるサブフレームにおける前記第１参照信号および前記第２参
照信号の送信に対する送信電力PＳＲＳを設定することを特徴とする。

【数４】

【０１３１】
　また、前記移動局装置は、前記PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(0)を指示する情報と、前記PＳ
ＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(1)を指示する情報を前記基地局装置から受信する。
【０１３２】
　また、前記移動局装置は、前記パスロスを、下りリンクの信号から計算する。
【０１３３】
　また、前記移動局装置において、前記第１参照信号は、ピリオディックサウンディング
参照信号であり、前記第２参照信号は、アピリオディックサウンディング参照信号である
。
【０１３４】
　また、第１参照信号または第２参照信号を基地局装置に送信する移動局装置へ実装され
る集積回路であって、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(k)を、上位層から指定される値とし、PＳ
ＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(0)を、無線リソース制御信号を用いて前記基地局装置によって通知
された第１無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される第１参照信号に対する値と
し、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(1)を、前記第２参照信号の送信を要求する下りリンク制御情
報を物理下りリンク制御チャネルで受信した際に前記基地局装置によって通知された、前
記第２参照信号を送信可能な第２無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される前記
第２参照信号に対する値とし、min{X,Y}を、Ｘ、Ｙのうち最小値を選択する関数とし、P

ＣＭＡＸを、最大送信電力値とし、PＯ＿ＰＵＳＣＨを、上位層から指定される値とし、M
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とし、ＰＬを、パスロスとし、αを、上位層により指定される係数とし、ｆを、前記基地
局装置によって前記物理下りリンク制御チャネルで送信される送信電力制御コマンドから
算出される値としたときに、次の数式を用いて、あるサブフレームにおける前記第１参照
信号および前記第２参照信号の送信に対する送信電力PＳＲＳを設定する機能を、前記移
動局装置に対して発揮させることを特徴とする集積回路。
【数５】

【０１３５】
　また、前記集積回路は、前記パスロスを、下りリンクの信号から計算する。
【０１３６】
　また、第１参照信号または第２参照信号を移動局装置から受信する基地局装置であって
、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(k)を、上位層から指定される値とし、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(
0)を、無線リソース制御信号を用いて前記基地局装置によって通知された第１無線リソー
スを用いて前記基地局装置に送信される第１参照信号に対する値とし、PＳＲＳ＿ＯＦＦ

ＳＥＴ(1)を、前記第２参照信号の送信を要求する下りリンク制御情報を物理下りリンク
制御チャネルで受信した際に前記基地局装置によって通知された、前記第２参照信号を送
信可能な第２無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される前記第２参照信号に対す
る値とし、min{X,Y}を、Ｘ、Ｙのうち最小値を選択する関数とし、PＣＭＡＸを、最大送
信電力値とし、PＯ＿ＰＵＳＣＨを、上位層から指定される値とし、MＳＲＳを、第１参照
信号または第２参照信号の送信に使用される物理リソースブロック数とし、ＰＬを、パス
ロスとし、αを、上位層により指定される係数とし、ｆを、前記基地局装置によって前記
物理下りリンク制御チャネルで送信される送信電力制御コマンドから算出される値とした
ときに、次の数式を用いて、あるサブフレームにおける前記第１参照信号および前記第２
参照信号の送信に対する送信電力PＳＲＳを設定する前記移動局装置に、前記PＳＲＳ＿Ｏ

ＦＦＳＥＴ(0)を指示する情報と、前記PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(1)を指示する情報を送信
することを特徴とする。

【数６】

【０１３７】
　また、第１参照信号または第２参照信号を移動局装置から受信する基地局装置へ実装さ
れる集積回路であって、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(k)を、上位層から指定される値とし、P

ＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(0)を、無線リソース制御信号を用いて前記基地局装置によって通
知された第１無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される第１参照信号に対する値
とし、PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(1)を、前記第２参照信号の送信を要求する下りリンク制御
情報を物理下りリンク制御チャネルで受信した際に前記基地局装置によって通知された、
前記第２参照信号を送信可能な第２無線リソースを用いて前記基地局装置に送信される前
記第２参照信号に対する値とし、min{X,Y}を、Ｘ、Ｙのうち最小値を選択する関数とし、
PＣＭＡＸを、最大送信電力値とし、PＯ＿ＰＵＳＣＨを、上位層から指定される値とし、
MＳＲＳを、第１参照信号または第２参照信号の送信に使用される物理リソースブロック
数とし、ＰＬを、パスロスとし、αを、上位層により指定される係数とし、ｆを、前記基
地局装置によって前記物理下りリンク制御チャネルで送信される送信電力制御コマンドか
ら算出される値としたときに、次の数式を用いて、あるサブフレームにおける前記第１参
照信号および前記第２参照信号の送信に対する送信電力PＳＲＳを設定する前記移動局装
置に、前記PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(0)を指示する情報と、前記PＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ(1)
を指示する情報を送信する機能を、前記基地局装置に対して発揮させることを特徴とする
。
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【数７】

【０１３８】
　以上、図面を参照してこの発明の一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な
構成は上述のものに限られることはなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲内において様
々な設計変更等をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１３９】
１、１Ａ～１Ｃ　移動局装置
３　基地局装置
１０１　上位層処理部（基地局側上位層処理部）
１０３　制御部
１０５　受信部（基地局側受信部）
１０７　送信部（基地局側送信部）
１０９　チャネル測定部
１１１　送受信アンテナ
２０１　上位層処理部（移動局側上位層処理部）
２０３　制御部
２０５　受信部（移動局側受信部）
２０７　送信部（移動局側送信部）
２０９　チャネル測定部
２１１　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　ＳＲＳ設定部
１０１５　送信電力設定部
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０７１　符号化部
１０７３　変調部
１０７５　多重部
１０７７　無線送信部
１０７９　上りリンク参照信号生成部
２０１１　無線リソース制御部
２０１３　ＳＲＳ制御部
２０１５　送信電力制御部
２０５１　復号化部
２０５３　復調部
２０５５　多重分離部
２０５７　無線受信部
２０７１　符号化部
２０７３　変調部
２０７５　多重部
２０７７　無線送信部
２０７９　上りリンク参照信号生成部
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